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実施計画

政策課題分野 Ⅶ

個性あふれる地域づくり

Ⅶ－4 県西地域の活性化

県西地域は、富士・箱根・伊豆に連なる豊かな自然、歴史的遺産などの地域資源に恵まれた国際的な観

光地として発展してきましたが、近年、人口の減少や地域経済の停滞が見られることから、一層の地域活

性化に向けた取組みが求められています。また、豊かな地域資源と首都圏との近接性を生かす、交流拠点

の整備や地域内の交通網を図る必要があります。

●特色ある地域づくりの総合的な推進

山梨・静岡・神奈川の隣接する地域からなる富士箱根伊豆交流圏の整備を進め、地域資源の連なりを

生かした広域的な連携を図りつつ、県西地域の魅力ある交流地域づくりや交流を支える道路網、交流拠

点などの基盤整備を進めるなど、人やものが活発に行き交う魅力ある地域づくりに取り組み、地域の活

性化を図ります。

戦略プロジェクト

４５　交流・連携による県西地域の活性化

【富士箱根伊豆交流圏】
富士箱根伊豆国立公園を中心とした、自然の

つながりや将来の高速交通網の整備を勘案し、
一体的な地域振興を図るエリアとして山梨、静
岡、神奈川の次の５８市町村を含む地域です。
（２００４年1月現在）
なお、２００２年度から、国土交通省を中心に、

この地域（三県の頭文字をとって「Ｓ．Ｋ．Ｙ．（ス
カイ）広域圏」と呼称）を対象とした広域連携
による地域活性化方策の調査が行われていま
す。
・山梨県　富士北麓圏域及び峡南、東部圏

域の一部（3市8町6村）
・静岡県　富士、駿東・田方、熱海・伊東、

伊豆地域及び静清庵地域の一部
（9市２０町2村）

・神奈川県 足柄上地区、西湘地区
（2市8町）

・規　模　東西約９０ｋｍ、南北約１３０ｋｍ
面積約２，３００�

・人　口　約１８６万人（２０００年国勢調査）
（２００２（平成１４）年度 国土交通省「観光交流の推進による大都市圏周辺地域の活性化策検討調査」より）



No. 構　成　事　業� 単位�
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現状�
（２００３見込）�

年　度　別　目　標�
項　目�

富士箱根伊豆交流圏整備の推進�
　山梨・静岡両県や圏域市町村と連携して、
観光客の誘致に向けた取組みを強化するなど、
富士箱根伊豆交流圏の整備を進めます。�

県西地域の地域資源を生かした魅力ある地域
づくり�
　花と水をテーマとした新たな観光・交流ス
ポットの整備や新たなツーリズムを実施する
など県西地域の魅力ある交流地域づくりを進
めます。�
�
�

道路網の整備推進�
　国や地元市町と協調して、広域的な幹線道
路網の整備や地域分断・交通のボトルネック
の解消のための橋りょうの整備などを進めま
す。�
�

交流拠点の整備促進�
　広域交流拠点である小田原駅周辺のまちづ
くりの支援やふれあい施設としての県立都市
公園の整備、合併に伴う施設整備への支援な
ど、交流拠点の整備を進めます。�
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４５ 交流・連携による県西地域の活性化　　（企画部）

〈現状と課題〉
・富士箱根伊豆交流圏として、山梨・静岡・神奈川の三県と圏域市町村に
おける幅広い分野で連携強化が求められています。

・県西地域ならではの自然環境や歴史・文化などの地域資源を広域的な地
域づくりにおいて十分に生かす必要があります。

・交流連携や地域住民の生活を支える交通ネットワークや交流拠点の一層
の整備が求められています。

〈めざすすがた〉
富士・箱根・伊豆に連なる豊かな自然、歴史的遺産などの地域資源に恵まれ
た県西地域が国際的な観光地として一層発展するとともに、近隣の都県と人や
物や情報の活発な交流が図られ、地域の活力や魅力が一層高まっています。

富士箱根伊豆交流圏（富士山と箱根）

〈目標〉
○山梨・静岡両県や圏域市町村との交流・連携を通じて、地域資源を生かした魅力ある地域づくりを進めます。
○交流・回遊性を高めるため、道路や橋りょうなどの整備を進めるとともに、人々のにぎわいや集いの場となる
交流拠点の整備を進めます。

〈取り組む事業〉
山梨・静岡両県や圏域市町村などとともに、外国人旅行者の来訪促進に向けた取組みを強化するほか、地域資源を生かし
た産業振興や多様な居住機能整備による発展可能性を有している富士箱根伊豆地域の広域連携の計画づくりを進めるなど、
広域的な交流・連携の取組みを強化します。
県西地域においても、地元市町や「西さがみ連邦共和国」＊1と連携して、花や水などの地域資源を生かした魅力ある観光
交流空間づくりに取り組むほか、酒匂川流域における地域づくりに取り組みます。
酒匂縦貫道路などの幹線道路や酒匂川2号橋などの橋りょう、交流拠点としての小田原駅周辺のまちづくりや小田原西部
丘陵公園などの整備により、快適で利便性の高い交流基盤づくりを進めます。

＊1 西さがみ連邦共和国…我が国有数の景勝地・保養地として知られ、歴史的にも深いつながりのある小田原市・箱根町・真鶴
町・湯河原町の1市3町が、広域連携を深めながら、新しい型の地域づくりを推進するために組織したも
ので、「観光交流空間づくり」などに取り組んでいます。




